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を基に開発されたゼラチンベースの三次元培養基材です。

　　生体吸収性ゼラチンハイドロゲル (MedGel PI9) の高い生体親

和性はそのままに細胞が侵入しやすい多孔構造、機械的強度を付

加し、in vitro での細胞培養用基材としました。

・多孔構造　
細胞がスキャホールド内に進入し、接着・増殖するのに最適なサ

イズ (100-300µm)に調整しました。

・β -TCP 添加
培養中のスキャホールドの収縮を抑制、間隙を維持します。ま

た細胞によっては分化を促進します。

・ゼラチンハイドロゲル
ゼラチンを架橋して水不溶化させたもので、生体親和性が高く細

胞の増殖を促します。

使用する前に
■   前処理の必要はありません。

■   静電気により基材が飛びやすくなっています。マルチウェル

プレートに移す際には気をつけてください。

■   静置培養の際には 48 ウェルプレートが最適です。

■   細胞種、その後の実験によって適切な播種条件が異なります。

初めに細胞濃度を振り、適切な播種条件を設定してください。

■   MedGel Scaffold は細胞を播種してから２週間～２ヶ月程度形

状を維持します。 

■   本製品は EOG滅菌済みです。

MedGel Scaffold の使い方
【静置播種→静置培養】

1. MedGel Scaffold をマルチウェルプレートに 1個ずつ置く。

2. 約 1 × 105 ～ 5 × 105cell/ml の対数増殖期にある細胞を 50µl

ずつ 2回滴下し、計 100µl 程度スポンジに浸み込ませる。

3. 通常の培養条件（例：37℃、CO2 濃度５％）で 30 分から１時

間程度静置して細胞を付着させる。

4. ウェルにMedGel Scaffoldが浸る程度の培地を加え、培養する。

5. 必要に応じて培地を交換しながら培養し、実験に使用する。

【動的播種→静置培養 or 攪拌培養】

1. MedGel Scaffold を細胞培養用チューブに入れ、各チューブ

に約 0.5 × 106 ～ 2.5 × 106cell/ml の対数増殖期にある細胞を

500µl ずつ加える。

2. オービタルシェイカーを用いて 3000rpm で 2 ～ 6 時間程度

培養する。

静置培養の場合

3-a. MedGel Scaffold をピンセットで取り出しマルチウェルプレ

ートに置き、MedGel Scaffold が浸る程度の培地を加える。必

要に応じて培地を交換しながら培養し、実験に使用する。

攪拌培養の場合

3-b. MedGel Scaffold をピンセットで取り出しスピナーフラスコ

に入れ、MedGel Scaffold がゆっくり回る程度の速さで攪拌す

る。
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【保存条件】　高温多湿を避け、常温で保存してください。

未開封の状態で 10 ヶ月間保存可能です。

【使用条件】　本品は研究用です。診断・治療目的での使用は出来ません。

MG-S9B1………　メドジェルスキャホールド　　（8mm× 2.0mm）　12 個入り
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